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研究の概要 

安全なスポーツ環境の構築に向けた調査研究 

 

【学会発表】 

・「本邦における児童生徒の体育・スポーツ活動中の死亡事故データの分析」 

・「コロナ禍をはさむ大学生アメリカンフットボール選手における脳振盪の発生状況」 

学校部活動の地域移行化が推進される中で、疫学的なデータは、スポーツに携わるコーチ、選手に向けた

教育プログラムや啓発活動に活かすことが可能と考える。事故の原因や予防策に関する情報を広めることで、

スポーツ参加者や関係者の意識が向上し、事故発生率の低減が期待され、安全なスポーツ環境の構築につな

がる。 

 

スポーツ活動は日常生活レベルと比較して、その多くが高い身体負荷が加わるため、外傷・障害や重大事

故が起こる可能性が少なくない。 

スポーツ外傷・障害予防の進め方として van Mechelen らが用いた４段階モデルが頻繁に用いられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
まず第１段階として外傷・障害の発生率や重症度を明らかにすること、第２段階としてそれらを引き起こ

すリスクファクターやメカニズムを明らかにすることである。これに基づき予防しうる取り組みを導入して

いく。 

そこで、現在は下記２つの領域についての疫学的な調査研究を実施している。 

1.学校現場（体育・部活動）における重大事故/スポーツ外傷・障害の発生状況 

2.アメリカンフットボールにおける脳振盪/スポーツ外傷・障害の発生状況 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=df21c4c716b87506520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

